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段階的な地域フォーミュラリの推進と
薬剤師の役割

当会では、地域フォーミュラリを活用して当該地域における医薬品安定確保を目的に本取組を実施した。

また、本取組に未参加の当会会員薬局が自主的に参加しやすくなるように、当該地域での使用量を安

定的に供給可能な医薬品銘柄の検討・調整や資料の準備・提供を行い、地域全体の使用医薬品銘

柄を標準化した。

■ 目 的

■ 方 法
①推奨される医薬品銘柄の検討

• 当該地域の地域医療連携システムを活用して収集した調剤データや地域の流通状況を参考に、

推奨される医薬品銘柄を検討した。

• 当会の役割として使用量が多く同一成分で銘柄が複数ある医薬品を抽出し、安定確保可能な医

薬品銘柄を検討した。

②当会会員薬局参加型の取組を実施

• 当会会員薬局に当該地域と自局の医薬品使用状況を理解してもらった。

• 当該地域で使用されている医薬品銘柄と推奨される医薬品銘柄の比較表を作成・提供し、当会

会員薬局が使用する医薬品銘柄を容易に検討できる環境を作った。

③飯田市をはじめ、飯田医師会・飯田下伊那歯科医師会等へ取組状況の報告

• 当会で実施している地域フォーミュラリ推進に関する取り組みについて、各連携会議等を活用して進

捗状況を報告した。

■ 結 果

• 当会は、2020年度から調剤データを自動的に入手している。現在は、65会

員薬局のうち61会員薬局（参加率93.8％）が参加しており、地域全体の

調剤情報の把握や分析が可能な薬剤師会である。

• 当会の特徴を生かし、分析した調剤データから、使用量が多く同一成分で銘

柄が複数ある医薬品の標準化を実施した。

• 当該地域における地域フォーミュラリの検討やその一環で実施している本取組

は、当会会員薬局参加型で行った。

• 本取組の初期に開始したラベプラゾールについては、導入前59薬局中29薬

局（49.1％）が推奨医薬品銘柄を使用していたが、導入約1年で59薬局

中41薬局（83.1％）が同医薬品を使用し、同医薬品の使用率（金額

ベース）は導入1年で29.3％から65.6％へ向上した。

■ 考 察

飯田市と下伊那郡の1市3町10村で構成される南信州広域連合の地域（以下、当該地域）では、

患者への効率的な地域医療の提供を目的に段階的に地域フォーミュラリの検討を推進している。

しかし、当該地域でも、医薬品供給問題が顕在化しており、地域フォーミュラリ推進に向けて飯田下伊

那薬剤師会（以下、当会）会員薬局の積極的な参加協力が難しい状況になっている。

そこで、当会会員薬局が参加協力しやすい形の地域フォーミュラリの検討を実施し、当該地域における

地域フォーミュラリの一環として、医薬品の安定確保を目的とした使用医薬品銘柄の標準化（以下、本

取組）を開始した。

■ 背 景

➀推奨される医薬品銘柄の検討

③ 飯田市をはじめ、飯田医師会、飯田下伊那歯科医師会等への報告

普通錠

• 推奨医薬品銘柄の利用率が向上することにより、患者の入退院やかかりつけ

医・かかりつけ薬局の変更、休日夜間診療等に伴う医薬品変更のリスクが

軽減でき、患者の医療安全に寄与すると考える。

• 本取組は、当該地域全体で使用頻度の高い成分の医薬品銘柄を、供給

不安の少ない医薬品銘柄に集約することになる。その結果、顕在化している

医薬品流通問題に対し、薬局の安定的な医薬品の確保及び患者提供に

貢献できることから、本質的な薬剤師の役割を果たすことにつながると考える。

• 本取組は、地域の各ステークホルダーと適宜情報共有しており、医師・歯科

医師・薬剤師で役割分担し検討を進めている当該地域の地域フォーミュラリ

に対し、今後のスムーズな検討や導入に繋がると考える。
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■当会会員薬局のism-Link/ID-Link連携の参加状況 ※2024年6月末現在

当該地域全65薬局中61薬局が参加（参加率93.8％）

■当該地域の医薬品使用状況の把握と分析

■使用銘柄の標準化状況（ラベプラゾール標準化開始約１年の調剤実績）

②当会会員薬局参加型の取組

当会会員薬局が参加可否を検討

■当該地域で使用されている全ての医薬品銘柄比較表

■当会が標準化対象とした成分で使用されている医薬品銘柄の使用状況

地域全体 薬局比較

参加 ／ 不参加

■使用医薬品銘柄の流通状況調査

全国の流通状況

• メーカー担当者からの情報
• 医療用医薬品供給状況データベース（日薬連）
• 日本ジェネリック協会（JGA）
• 業界ニュースなど

当該地域の流通状況

• 卸業者等からの情報
 （例）卸業者による流通規制の違い

• 各会会員薬局からの情報
 （例）薬局による受注可否の違い

標準化する成分と
推奨する医薬品銘柄の検討

当該地域では各協議体を活用し医師会や歯科医師会等と連携協議を進めている。

2010年6月

2019年12月12日

2020年度～

（毎年）

2020年7月

歯科医師会とは、休日の口腔衛生センターでの処方例を取りまとめている
（抗生剤・抗菌剤、消炎鎮痛剤、疼痛時頓用、小児用抗生剤、小児用鎮痛剤、外用薬）

飯田市より、医師会に「地域フォーミュラリ」導入の可能性の検討依頼
医師会は飯田市に対して、薬剤師会を含めて検討体制の設置に関して
協議を始めることを発起すると回答

飯田市と歯科医師会との合同協議会を開催しており、同協議会内で地
域フォーミュラリの分析報告を実施

地域フォーミュラリを実行するために、90％を超える会員薬局の調剤データ
の自動収集システムを導入し、効果測定を開始
以降、調剤データの分析を行いながら、医師会との事前協議会を実施
（現在、5回目を調整中）
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2023年5月時点

29/59薬局
（49.1％）

2024年8月時点

41薬/59薬局
（83.1％）

推奨銘柄を
調剤する薬局数が増加

当該地域における医薬品使用状況の把握と検討対象となる成分の抽出 医薬品銘柄の使用状況の把握

1 アジルサルタン

2 アトルバスタチンカルシウム水和物

3 アムロジピンベシル酸塩

4 ウルソデオキシコール酸

5 エゼチミブ

6 エソメプラゾールマグネシウム水和物

7 エピナスチン塩酸塩

8 酸化マグネシウム

9 ファモチジン

10 フェブキソスタット

11 ブデソニド・ホルモテロールフマル酸塩水和物

12 プレガバリン

13 メコバラミン

14 メトホルミン塩酸塩

15 ラベプラゾールナトリウム

16 レバミピド
※検討中を含む

　■当該地域で集約化を進める成分一覧

集約化成分：16成分

推奨医薬品銘柄
1成分：各3銘柄
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